
御
為
替
三
井
組
の
御
用
関
係
帳
簿
類
に
つ
い
て
（

2）

村
和

明

は
じ
め
に

一
御
為
替
御
用
に
お
け
る
文
書

二
帳
簿
類
の
特
殊
な
記
述

（
一
）
押
切
帳
・
御
為
替
留

（
二
）
御
為
替
配
分
帳

（
三
）
京
都
御
為
替
銘
書
帳

お
わ
り
に

は
じ
め
に

筆
者
は
前
稿
（
１
）に
お
い
て
、
近
世
の
三
井
が
残
し
た
膨
大
な
御
為
替
御
用
関
係
の
史
料
群
を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
京
・
大

御為替三井組の御用関係帳簿類について（2）（村）
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坂
両
替
店
の
現
存
す
る
帳
簿
類
か
ら
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
・
同
五
年
の
二
ヵ
年
分
の
記
事
に
つ
い
て
悉
皆
的
に
検
討
、
お
の
お
の
の
帳

簿
の
性
格
と
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
帳
簿
の
体
系
や
記
載
方
法
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。
こ
の
際
、
ひ
と
ま
ず

記
述
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
て
、
記
載
さ
れ
た
内
容
を
あ
る
程
度
機
械
的
に
通
覧
し
て
比
較
す
る
こ
と
か
ら
、
お
の
お
の
の
帳

簿
の
関
係
を
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
最
終
的
に
完
備
し
た
形
で
記
載
さ
れ
た
項
目
を
も
っ
ぱ
ら
検
討
対
象
と
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
一
定
の
成
果
は
得
た
と
考
え
る
が
、
検
討
対
象
と
し
た
帳
簿
類
に
み
ら
れ
る
朱
書
に
よ
る
訂
正
・
付
記
な
ど
、
非
正
規
の
記

載
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
活
用
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
は
正
規
の
記
載
事
項
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
、
帳
簿
組
織
・
帳
簿
類
の
相
互
関
係
・

全
体
と
し
て
の
構
成
・
作
成
過
程
な
ど
に
つ
い
て
、
多
大
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
情
報
源
で
あ
る
。
前
稿
の
検
討
に
お
い
て
は
、
正
規
の

記
事
の
形
式
や
記
述
の
意
味
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
い
く
つ
も
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
簿
冊
に
残
さ
れ
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

詰
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
前
稿
に
お
い
て
積
み
残
し
た
課
題
の
う
ち
、
こ
の
点
に
つ
い
て
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
朱
書
や
貼
紙
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
、
訂
正
・
追
記
・
補
記
と
い
っ
た
非
正
規
の
記
述
を
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
て
検
討
し
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
、
帳
簿
組
織
、
御
用
遂

行
に
お
け
る
事
務
手
続
き
、
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
完
成
し
た
帳
簿
の
記
載
の
み
か
ら
で
は
知
り
得
な
い
情
報
が
、
こ
う

し
た
特
殊
な
記
述
か
ら
看
取
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
前
稿
で
基
本
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
史
料
群
を
対
象
と
し
て
、
特
殊
な
記
述
の
う
ち
特
に
示
唆
的
と
思
わ
れ
る
も
の

を
抽
出
し
て
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

検
討
す
る
帳
簿
の
範
囲
は
、
基
本
的
に
は
前
稿
で
あ
つ
か
っ
た
時
期
を
中
心
と
す
る
が
、
二
年
分
の
み
で
は
材
料
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、

記
載
方
式
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
前
後
の
簿
冊
も
検
討
対
象
に
含
め
た
。
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
前
稿
で
検
討
し

た
御
用
関
係
の
帳
簿
類
の
う
ち
、
朱
書
・
貼
紙
な
ど
が
み
ら
れ
る
の
は
一
部
の
帳
簿
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
永
久

66



保
存
指
定
さ
れ
た
帳
簿
、
特
に
各
店
舗
に
お
け
る
基
本
台
帳
と
目
さ
れ
る
も
の
に
、
こ
う
し
た
特
殊
な
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
内
容
的
に
は
前
稿
の
続
編
で
あ
る
が
、
稿
を
改
め
た
の
で
、
前
稿
で
述
べ
た
点
を
重
複
を
い
と
わ
ず
確
認
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

前
稿
の
参
照
箇
所
を
そ
の
都
度
注
記
す
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
論
述
に
際
し
て
は
、
一
つ
の
史
料
か
ら
と
り
だ
し
た
一
例
の
特
記
・
誤
記
・

注
記
な
ど
に
つ
い
て
、
複
数
の
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
主
に
例
示
す
る
史
料
に
即
し
て
項
目
を
立
て
て
配
列
し
た
。
こ
れ
は
全

体
と
し
て
何
ら
か
の
区
切
り
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
ご
く
便
宜
的
な
立
項
で
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
貼
紙
に
よ
る
訂
正
も
か
な
り
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
訂
正
前
の
文
言
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
経
緯
が
特
記

し
て
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

（

1）
「
御
為
替
三
井
組
の
御
用
関
係
帳
簿
類
に
つ
い
て

�寛
政
四
・
五
年
の
京
・
大
坂
両
替
店
史
料
を
例
に
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
四
四
号

二
〇
一
〇
年
。

一
御
為
替
御
用
に
お
け
る
文
書

前
稿
で
は
、
寛
政
期
の
御
為
替
関
連
の
帳
簿
に
は
、
基
本
的
に
は
基
本
台
帳
、
幕
府
役
人
の
受
取
証
文
（
納
札
）
の
控
え
、
幕
府
へ
の
報

告
書
の
控
え
、
の
三
種
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
御
為
替
御
用
業
務
の
遂
行
に
際
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
文
書
も
作
成
さ
れ
る
が
、

前
稿
で
紹
介
で
き
た
の
は
、
幕
府
役
人
の
受
取
証
文
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
前
稿
で
若
干
触
れ
た
御
用
に
際
し
て
の
文
書
の
流
れ
の

補
遺
と
し
て
、
も
う
二
種
の
関
連
文
書
の
形
式
を
、
簿
冊
の
冒
頭
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
雛
形
か
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（2）（村）
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●
預
り
手
形

ま
ず
、
御
為
替
金
銀
を
受
け
取
っ
た
際
に
送
金
元
部
局
に
提
出
す
る
文
書
に
つ
い
て
み
よ
う
。
前
稿
の
段
階
で
は
見
落
と
し
て
い
た
が
、

京
両
替
店
「
案
文
帳
」
の
シ
リ
ー
ズ
に
、
こ
の
文
書
の
写
し
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
「
御
為
替
配
分
帳
（
１
）」
の
冒
頭
に
載
せ

ら
れ
た
、
江
戸
御
金
蔵
宛
て
送
金
の
場
合
の
雛
形
で
あ
る
。

請
取
申
御
為
替
金
銀
銀金

之
事

「
金
銀

（
朱
書
）

之
時
者
」

（
朱
書
）

「
後
藤
常
是
」
包

「 （
朱
書
）

金
」

後
藤
包

一
、 「 （
朱
書
）

金銀
」

者
「
銀

（
朱
書
）」

常
是
包

「
弐

（
朱
書
）朱
判
」

銀
座
包

右
者
江
府
江
御
差
下
ニ
付
御
為
替
金
銀
金銀

慥
請
取
申
候
、
九
十
日
限
之
積
を
以
、
「
当
何
何

（
朱
書
挿
入
）月
幾
日
」
江
戸
御
金
蔵
江
上
納
仕
、
重
而

江
府
御
金
奉
行
様
方
御
証
文
与
此
手
形
御
引
替
可
被
下
候
、
為
後
日
連
判
仍
如
件

三
井
元
之
助

印

天
明
三
年
卯
何
月
幾
日

三
井
三
郎
助

印

三
井
次
郎
右
衛
門
印

此
殿
也

「
右

（
朱
書
）朱
書
之
通
、
天
明
六
丙
午
正
月
十
六
日
渡
り
よ
り
改
ル
」
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御
為
替
送
金
の
金
額
、
貨
幣
、
上
納
期
限
、
上
納
先
が
記
さ
れ
、
金
銀
の
具
体
的
な
性
格
（「
銘
」）
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
他

は
、
御
為
替
送
金
に
関
す
る
情
報
を
一
通
り
含
ん
で
い
る
。
宛
所
は
、
送
金
先
で
あ
る
幕
府
部
局
の
責
任
者
た
ち
の
名
前
が
入
る
。
殿
付
と

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
前
稿
で
引
用
紹
介
し
た
三
井
両
替
店
内
部
の
基
本
帳
簿
の
記
述
で
は
様
付
（
２
）、
送
金
先
の
幕
府
役
人
が
送
金
元
の
幕
府

役
人
宛
で
作
成
す
る
受
取
手
形
（
納
札
）
で
は
殿
付
で
あ
っ
て
（
３
）、
こ
の
文
書
を
作
成
す
る
局
面
に
お
け
る
三
井
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
文
面
で
は
、
こ
の
「
手
形
」
は
御
用
完
遂
の
後
、
送
金
先
の
幕
府
江
戸
御
金
蔵
の
役
人
の
受
取
手
形
（
納
札
）
を
三
井
が
改
め

て
提
出
し
た
際
に
、
引
き
替
え
に
返
付
さ
れ
る
と
あ
る
。
従
っ
て
最
終
的
に
は
三
井
両
替
店
に
帰
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
が
、
筆
者
は
三
井

文
庫
所
蔵
史
料
中
に
そ
の
現
物
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
御
用
の
完
遂
は
、
こ
の
手
形
が
送
金
元
の
幕
府
部
局
に
残
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
手
形
自
体
を
保
存
し
て
お
く
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
か
ら
の
形
式
と
注
記

さ
れ
る
が
、
変
更
の
意
味
に
つ
い
て
は
未
検
討
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
三
井
両
替
店
一
巻
が
担
う
御
為
替
御
用
の
中
で
、
も
っ
と
も
主
要
な
送
金
ル
ー
ト
で
あ
る
、
大
坂
金
蔵
か
ら
江
戸
金

蔵
へ
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
の
証
文
の
雛
形
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
文
面
で
、
奈
良
奉
行
所
か
ら
江
戸
金
蔵
へ
の
送
金
の
場
合
や
、
二

条
・
大
津
家
質
引
当
の
場
合
に
つ
い
て
の
雛
形
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
別
一
二
一
六
、
天
明
三
年
一
月
二
三
日
渡
り
の
直
後
。
天
明
七
年
一

一
月
一
六
日
渡
り
の
直
後
）。
次
巻
（
別
一
七
一
五
）
な
ど
の
冒
頭
に
も
、
改
め
て
こ
う
し
た
雛
形
が
記
載
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
御
為
替
三
井
組
の
御
用
名
前
三
名
の
名
前
で
証
文
が
作
成
さ
れ
る
が
、
特
殊
な
場
合
に
は
奉
公
人
の
名
前
の

場
合
も
あ
っ
た
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
五
月
八
日
付
・
七
月
一
四
日
付
の
御
種
人
参
代
金
銀
送
金
の
場
合
（
冒
頭
で
は
な
く
そ
の
記
事

の
箇
所
に
付
記
）
で
は
、「
御
為
替
三
井
組
名
代
」
中
井
嘉
平
次
（
大
坂
両
替
店
名
代
）・
杉
本
久
次
郎
（
同
支
配
）
の
名
前
で
あ
る
。
実
際

の
送
金
を
記
し
た
天
明
三
年
七
月
一
三
日
渡
り
の
項
で
は
、
銘
書
に
堺
奉
行
か
ら
の
送
金
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
「
少
金
高
ニ
付
手
前
一

手
ニ
請
取
候
事
」
と
朱
書
が
あ
る
。
七
月
一
四
日
の
場
合
は
銘
書
に
「
当
地
御
種
人
参
代
」
と
あ
り
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
の
送
金
と
思
わ

御為替三井組の御用関係帳簿類について（2）（村）
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れ
る
。

●
上
納
証
文

次
に
、
御
為
替
金
銀
を
実
際
に
上
納
す
る
際
に
、
送
金
先
の
幕
府
部
局
へ
あ
わ
せ
て
提
出
す
る
文
書
を
み
る
。

上
納
仕
金
銀
之
事

合

右
者
従
内
藤
重
三
郎
様
・
小
堀
縫
殿
様
大
坂
御
金
蔵
へ
御
差
下
被
為
成
候
御
為
替
金
銀
、
於
京
都
当
何
月
幾
日
奉
請
取
、
八
十
日
限

之
積
を
以
今
日
上
納
仕
候
間
、
右
御
両
所
様
御
宛
所
之
御
手
形
可
被
下
候
、
仍
如
件

年
号
月
日

「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」（
別
一
七
二
八
）
の
途
中
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
五
月
一
五
日
渡
り
の
御
為
替
送
金
の
記
事
に
、
朱
筆
で
付

記
さ
れ
て
い
る
雛
形
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
京
都
代
官
か
ら
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
で
あ
り
、
送
金
元
の
京
都
代
官
を
宛
所
と
す
る
受
取
手
形
（
「
御

手
形
」
・
「
納
札
」
）
の
交
付
を
、
送
金
先
の
御
金
蔵
役
人
に
申
請
す
る
内
容
と
な
る
。
交
付
さ
れ
た
受
取
手
形
の
文
面
は
、
前
稿
で
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
（
４
）、
各
店
舗
で
専
用
の
帳
面
に
写
さ
れ
て
現
存
す
る
。
こ
の
雛
形
が
付
記
さ
れ
た
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
も
、
大
坂
両
替
店
で

は
「
御
証
文
控
帳
」
（
別
一
二
五
一
）
、
京
両
替
店
で
は
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留

三
」
（
別
一
〇
六
一
）
の
「
諸
附
込
」
項

に
、
京
都
代
官
か
ら
大
坂
の
幕
府
役
人
宛
の
受
取
手
形
が
写
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
文
書
自
体
は
幕
府
に
提
出
さ
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れ
る
も
の
で
、
写
し
も
三
井
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
文
書
で
請
求
し
て
い
る
受
取
手
形
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
の
文
書
の
内
容
は
代
替
で
き

る
た
め
で
あ
ろ
う
。

内
容
に
別
段
特
殊
な
事
情
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
文
書
は
御
為
替
送
金
の
場
合
の
す
べ
て
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
な
ぜ
こ
こ
で
特
に
朱
書
で
付
記
さ
れ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
京
都
代
官
か
ら

大
坂
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金
は
回
数
が
ご
く
少
な
い
ら
し
い
こ
と
（
５
）が
あ
る
。
こ
の
証
文
が
付
記
さ
れ
て
い
る
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」
に

記
載
さ
れ
る
御
為
替
送
金
は
、
京
都
代
官
か
ら
で
は
な
く
京
都
町
奉
行
所
か
ら
送
金
が
多
い
の
で
（
６
）、
処
理
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
注
記
し
た
の

で
は
な
い
か
。
翌
年
の
同
様
の
送
金
の
際
に
は
、
三
井
組
で
の
書
類
処
理
を
実
際
に
誤
っ
て
い
る
（
後
述
）。

な
お
、
こ
の
文
面
で
は
、
右
で
み
た
預
り
手
形
と
同
様
、
銘
書
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
こ
の
文
書
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
幕
府
役
人
の
受

取
手
形
（
納
札
）
に
は
銘
も
記
さ
れ
て
お
り
（
７
）、
何
ら
か
の
形
で
銘
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
当
然
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
二
種
の
文
書
、
お
よ
び
前
稿
で
み
た
幕
府
役
人
が
作
成
す
る
受
取
手
形
が
、
幕
府
と
の
関
係
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
文
書
と
し
て

確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

（

1）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
二
六
一
。
以
下
、
本
稿
で
は
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
み
を
用
い
る
の
で
、
省
略
し
て
番
号
の
み
示
す
こ
と
に
す

る
。

（

2）
大
坂
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」（
別
一
七
二
八
）
の
記
事
。
前
稿
五
〇
頁
、
本
稿
八
一
頁
引
用
史
料
参
照
。

（

3）
大
坂
「
御
証
文
控
帳
」（
別
一
二
五
一
）
、
京
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
三
」（
別
一
〇
六
一
）
に
写
し
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

前
稿
四
七
・
四
九
頁
引
用
史
料
参
照
。

（

4）
前
稿
四
七
頁
・
四
九
頁
。

（

5）
前
稿
三
六
頁
第

1図
、
三
九
頁
第

2表
参
照
。
検
討
し
た
寬
政
四
・
五
年
の
二
年
間
で
二
例
で
あ
っ
た
。
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（

6）
同
右
参
照
。
検
討
し
た
二
年
間
で
、
一
八
件
中
一
四
件
が
こ
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

（
7）

前
掲
注
（

3）
参
照
。

二
帳
簿
類
の
特
殊
な
記
述

（
一
）

押
切
帳
・
御
為
替
留

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
京
両
替
店
の
「
押
切
帳
」
「
御
為
替
留
」
は
、
同
店
に
お
け
る
御
為
替
御
用
の
基
本
台
帳
と
な
る
も
の
で
、
朱

書
な
ど
に
よ
る
訂
正
・
追
記
、
印
鑑
の
捺
印
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る
。
京
両
替
店
は
両
替
店
一
巻
の
本
店
格
で
あ
り
、
三
井
が
担
う
御
為
替

御
用
の
す
べ
て
の
案
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
複
数
の
項
目
を
立
て
て
記
事
を
納
め
て
い
る
が
、
御
為
替
御
用
以
外
の
項
目
を
も
豊

富
に
備
え
る
前
者
か
ら
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
八
月
以
降
、
御
為
替
御
用
に
関
連
す
る
二
項
を
独
立
さ
せ
て
、
新
た
に
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
後
者
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
載
せ
る
「
御
為
替
」
項
と
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
載
せ
る

「
大
坂
納
御
為
替
」
項
で
あ
る
（
１
）。
訂
正
は
貼
紙
や
紙
の
貼
り
継
ぎ
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
分
析
し
づ
ら
い
場
合
が
多
い
。

以
降
の
論
述
で
は
い
く
つ
か
の
特
殊
な
記
載
を
検
討
す
る
が
、
そ
れ
が
正
規
の
記
事
の
ど
の
位
置
に
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、
前
稿
で
掲

げ
た
記
事
を
再
度
示
し
て
お
く
。
前
稿
で
あ
つ
か
っ
た
記
事
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
２
）。
た
だ
し
、
各

記
載
項
目
に
付
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
、
前
稿
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

大
津

同

一
○○
銀
弐
拾
六
貫

内
小
玉
銀
三
貫
目

目
（
ａ
）

「
済

（
印
）」
（
ｂ
）

六
月
十
六
日
請
取
○
○
○

九
月
十
八
日
上
納

（
ｃ
）

○
十
人
組
家
質
高
相
増
候
ニ
付
、
此
度
よ
り
手
前
分
サ
舟
ゝ

（
五
百
目
）

減
ス
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大
坂
御
為
替
（
ｄ
）

セ
シ
ツ
〆

（
二
四
貫
目
）

ゝ
十
人
組

去
亥
御
年
貢
銀
之
内
（
ｅ
）

〆
サ
シ

（
五
〇
貫
目
）〆
ゝ

（
ｇ
）

拾
参
貫
目
割
（
ｆ
）

内
小
玉
銀
サ
〆
ゝ

（
五
貫
目
）

〆

「
押
切
帳
」
（
続
二
七
七
二
）
の
「
御
為
替
」
項
所
載
の
も
の
。
（
ａ
）
金
額
と
貨
幣
の
う
ち
わ
け
、
（
ｂ
）
印
鑑
、
（
ｃ
）
受
取
日
と
上
納

日
お
よ
び
同
じ
日
に
受
け
取
っ
た
御
為
替
送
金
の
種
類
、
（
ｄ
）
御
為
替
の
分
類
、
（
ｅ
）
御
為
替
金
銀
の
性
格
（
「
銘
」
と
呼
ぶ
）
、
（
ｆ
）

京
両
替
店
・
大
坂
両
替
店
で
の
配
分
額
（
３
）（
後
述
）、（
ｇ
）
は
、
十
人
組
の
請
負
額
と
両
組
の
請
負
合
計
値
で
あ
る
。
以
上
の
項
目
を
示
す
記

号
を
、
以
降
の
記
述
に
用
い
る
。
送
金
元
・
送
金
先
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
記
さ
れ
ず
、
基
本
的
に
は
、
確
実
に
上
納
を
済
ま
せ
た
こ
と
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
た
め
の
台
帳
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

●
御
為
替
の
銘
書
を
変
更
す
る
場
合

同
じ
「
押
切
帳
」
の
「
御
為
替
」
項
に
記
載
さ
れ
る
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
正
月
一
六
日
渡
り
の
御
為
替
送
金
の
記
事
に
お
い
て
、

長
文
の
銘
書
（
ｃ
）
が
す
べ
て
抹
消
さ
れ
て
、
朱
書
で
「
去
戌
御
年
貢
銀
之
内
」
と
新
た
な
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
（
ｃ
）
の
下
の

余
白
に
次
の
よ
う
に
朱
書
に
よ
る
補
足
説
明
が
あ
る
。

当
九
月
廿
二
日
於
大
坂
御
金
方
被
仰
渡
者
、
当
亥
正
月
十
六
日
渡
よ
り
同
九
月
十
六
日
渡

�弐
拾
五
建
分
銘
書
、
左
之
通
御
改
被
遊
候

去
戌
御
年
貢
銀
之
内
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右
之
通
御
改
被
遊
候
段
被
仰
渡
ニ
付
、
朱
書
ニ
而
直
し
置
候
事

銘
書
き
の
訂
正
は
幕
府
の
「
大
坂
御
金
方
」
の
決
定
で
あ
り
、
二
五
件
分
に
及
ぶ
と
い
う
。
実
際
に
、
こ
の
帳
簿
に
お
い
て
（
ｄ
）
に

「
大
坂
御
為
替
」
と
記
さ
れ
る
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

前
稿
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
の
御
為
替
送
金
を
乗
せ
る
大
坂
両
替
店
の
基
本
台
帳
は
「
御
為
替
配
分
帳
」
（
別
一
七
一
五
）

で
あ
る
が
（
４
）、
こ
れ
に
も
同
様
の
訂
正
が
あ
る
。
各
種
の
帳
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
銘
書
の
表
現
が
、
幕
府
の
送
金
元
部
局
に
よ
り
決
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
具
体
的
な
状
況
を
う
か
が
わ
せ
る
例
を
み
よ
う
。「
押
切
帳
」（
続
二
七
七
一
）
の
「
御
為
替
」
項
、

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
一
二
月
二
三
日
渡
り
の
項
で
は
、
銘
書
（
ｅ
）
を
貼
紙
で
訂
正
し
、
大
坂
両
替
店
の
連
絡
で
訂
正
し
た
旨
の
付
記

が
あ
る
。
大
坂
両
替
店
の
「
御
為
替
配
分
帳
」
（
別
一
二
六
一
）
で
は
、
同
じ
送
金
の
銘
書
を
朱
書
で
訂
正
し
、
さ
ら
に
欄
外
余
白
に
次
の

よ
う
に
朱
書
で
注
記
す
る
。

右
朱
書
之
通
御
改
被
遊
候
段
、
未
二
月
十
四
日
割
合
之
節
被
仰
渡
候
、
依
之
右
之
趣
二
月
十
七
日
夕
京
・
江
戸
表
江
及
通
達
候
事

銘
書
の
訂
正
が
、
翌
天
明
七
年
二
月
一
四
日
の
「
割
合
」
の
際
に
命
じ
ら
れ
、
京
両
替
店
・
江
戸
両
替
店
に
伝
達
し
た
と
あ
る
。
割
合
と

は
、
お
そ
ら
く
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
、
御
為
替
御
用
を
担
う
各
組
で
分
担
額
を
決
定
す
る
場
（
こ
の

事
例
で
は
、
三
井
組
と
十
人
組
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
５
）。
こ
の
際
に
幕
府
役
人
の
出
席
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
二
月
一

四
日
に
は
特
に
渡
り
が
な
く
、「
割
合
」
の
会
合
は
別
途
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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同
じ
く
「
御
為
替
配
分
帳
」
（
別
一
七
一
五
）
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
二
月
五
日
渡
り
の
記
事
で
は
、
朱
書
で
銘
書
の
記
述
の
う
ち

財
源
に
関
す
る
文
言
が
訂
正
さ
れ
、
さ
ら
に
朱
書
で
「
右
銘
書
、
寛
政
二
戌
十
一
月
十
六
日
御
改
ニ
付
、
認
替
願
上
ル
」
と
の
付
記
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
は
、
御
為
替
送
金
の
元
と
な
る
財
源
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
三
井
組
が
銘
書
を
変
更
す
べ
き
と
考
え
、

幕
府
に
申
請
し
て
改
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
例
で
は
、
上
納
が
既
に
済
ん
だ
後
に
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
の
御
為
替
御
用
に
影

響
す
る
可
能
性
の
あ
る
変
更
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
（
６
）。
た
だ
し
、
京
「
押
切
帳
」（
続
二
七
七
二
）
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
御
用
と
い
う
性
格
上
当
然
と
も
い
え
る
が
、
御
為
替
送
金
の
銘
書
は
幕
府
が
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
諸
記
録
上
で

変
更
が
あ
る
場
合
に
も
、
大
筋
で
は
幕
府
の
認
可
の
も
と
で
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
井
の
こ
れ
ら
御
為
替
御
用
の
基
本

台
帳
と
い
う
べ
き
記
録
類
の
記
述
は
、
書
き
替
え
の
過
程
を
も
含
め
て
、
幕
府
の
財
務
運
用
を
知
る
上
で
も
幕
府
記
録
に
近
い
利
用
価
値
を

も
つ
と
い
え
る
。
た
だ
し
関
連
帳
簿
が
す
べ
て
訂
正
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
店
の
う
ち
一
方
の
み
の
訂
正
も
み
ら
れ
る
の
で
、
情
報
の

抽
出
に
は
複
数
の
記
録
を
よ
く
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
最
初
に
引
い
た
「
押
切
帳
」
の
表
現
で
、
御
為
替
送
金
の
単
位
と
し
て
「
建
」
と
い
う
表
現
が
み
え
て
い
る
。
同
様
の
単
位
と
し

て
は
「
口
」
が
頻
出
す
る
が
、
そ
の
差
異
を
う
か
が
わ
せ
る
類
似
の
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
指
定
さ
れ
た
時
期
の
直
後
に
あ
た
る
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
九
月
二
三
日
渡
り
の
項
目
に
、

寛
政
三
亥
九
月
廿
三
日
渡
よ
り
同
十
二
月
廿
三
日
渡

�十
建
分
繰
上
御
渡
相
成

但
一
建
五
拾
貫
目
之
積

と
朱
書
で
付
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
書
に
い
う
五
〇
貫
目
は
、
こ
の
時
期
に
定
着
す
る
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
定
例
送
金
額
で
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あ
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
三
井
組
・
十
人
組
・
上
田
組
な
ど
の
御
為
替
御
用
組
合
で
分
担
す
る
。
「
一
建
」
は
幕
府
か
ら
み
た
際
の
御
為
替
送

金
一
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
割
し
て
三
井
が
請
け
負
っ
た
分
に
つ
い
て
、
三
井
組
内
部
で
は
「
一
口
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

●
「
押
切
」
処
理
の
誤
り

「
御
為
替
留
」（
続
二
七
六
八
）
の
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
に
記
載
さ
れ
る
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
月
二
六
日
渡
り
の
記
事
に
、
朱

書
で
次
の
よ
う
に
付
記
さ
れ
る
。

両
組
よ
り
差
出
候
付
、
押
切
無
之
処
、
間
違
ニ
而
致
押
切
差
出
申
候
、
以
来
押
切
致
間
敷
事

前
稿
で
も
着
目
し
た
記
事
で
（
７
）、
こ
こ
か
ら
は
、
「
押
切
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
若
干
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
御
為
替
は
、
三
井

組
と
十
人
組
で
分
担
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
本
来
「
押
切
」
は
無
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
誤
っ
て
差
し
出
し
た
と
あ

る
。
「
押
切
」
と
は
、
三
井
単
独
で
担
う
御
為
替
送
金
の
際
に
、
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
、
大
坂
の
「
御
為
替
銘
書
帳
」
（
別
一
七
二
八
）
で
は
、
朱
書
で
、
上
納
の
際
に
元
方
金
奉
行
宛
の
手
形
を

申
し
受
け
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
こ
の
御
為
替
に
つ
い
て
は
去
年
冬
に
勘
定
奉
行
所
か
ら
、
内
藤
・
小
堀
方
で
受
取
る
の
で
両
組
で
担
う
よ
う

に
と
下
知
が
あ
っ
た
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
雛
形
は
、
両
組
惣
代
か
ら
「
両
町
奉
行
」
「
御
金
奉
行
」
へ
宛
て
、
元
方
金
奉
行
宛
の
受

取
手
形
を
申
請
す
る
も
の
と
、
そ
の
手
形
の
文
面
の
二
通
が
こ
の
項
目
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
担
し
て
の
御
為
替
送

金
は
、
こ
の
「
押
切
帳
」
の
う
ち
、
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
記
載
す
る
「
御
為
替
」
項
記
載
の
場
合
に
多
く
、
こ
の
項
目
が
載
る
「
大
坂

納
」
項
で
は
稀
で
あ
り
、
誤
り
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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他
の
記
事
と
見
比
べ
て
み
る
と
、
他
組
と
分
担
す
る
他
の
御
為
替
送
金
の
場
合
に
は
み
ら
れ
な
い
要
素
と
し
て
、（
ａ
）
の
上
に
「
高
□
」

と
判
読
で
き
る
割
印
が
、
（
ｂ
）
に
「
消
」
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
「
押
切
」
と
関
係
の
あ
る
印
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の

記
事
を
検
討
す
る
と
、
三
井
単
独
で
請
け
負
う
御
為
替
で
、
京
都
両
替
店
か
ら
送
金
す
る
場
合
、「
押
切
帳
」「
御
為
替
留
」
に
は
、
や
は
り

こ
の
二
つ
の
印
が
押
さ
れ
る
（
８
）。
前
稿
で
は
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
構
成
要
素
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
、
特
に
（
ａ
）
項
上
の
割

印
を
押
す
こ
と
が
「
押
切
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
９
）。
割
印
が
押
さ
れ
る
も
う
一
方
の
史
料
は
不
明
で
あ
る
が
（

�）、
そ
れ
が
失
効
し
た
際
に
押

さ
れ
る
の
が
「
消
」
印
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
二
）

御
為
替
配
分
帳

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
坂
両
替
店
の
「
御
為
替
配
分
帳
」
は
、
大
坂
御
金
蔵
お
よ
び
奈
良
奉
行
所
か
ら
、
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を

記
載
し
て
い
る
。
同
店
の
御
為
替
御
用
業
務
に
か
ん
す
る
基
本
台
帳
と
目
さ
れ
る
帳
簿
で
あ
り
、
朱
書
な
ど
に
よ
る
訂
正
・
追
記
、
印
鑑
の

捺
印
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る
（

�）。「
此
御
証
文
、
所
々
墨
付
有
之
、
断
書
差
出
」（
別
一
七
一
六
、
文
化
元
年
四
月
二
三
日
渡
り
の
項
）
の
よ
う

に
、
御
用
遂
行
上
の
実
務
的
な
覚
え
書
が
付
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
御
証
文
」
と
は
、
上
納
の
際
に
送
金
先
の
幕
府
役
人

か
ら
交
付
さ
れ
る
受
取
手
形
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（

�）。
こ
の
「
御
為
替
配
分
帳
」
は
文
書
自
体
を
写
し
込
む
形
式
で
は
な
い
が
、
文

書
処
理
上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
こ
の
帳
面
に
記
さ
れ
た
。

以
降
の
叙
述
の
た
め
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
典
型
的
な
記
事
を
一
つ
例
示
し
て
お
く
。
前
稿
で
あ
つ
か
っ
た
記
事
で
あ
り
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（

�）。
た
だ
し
、
各
記
載
項
目
に
付
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
、
前
稿
と
は
異
な
っ
て
い
る
の

で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（2）（村）
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「
改

（
印
）上
」

一
銀
弐
拾
六
貫

内
小
玉
銀
三
貫
目

目
（
ａ
）
（
割
印
）

割
拾
参
貫
目
（
ｂ
）
「
消

（
印
）」（
ｃ
）

子
六
月
十
六
日
請
取

同
九
月
十
八
日
上
納
（
ｄ
）

去
亥
御
年
貢
銀
之
内
（
ｅ
）

一
、
銀
弐
拾
四
貫
目

十
人
組

都
合
銀
五
拾
貫

内
小
玉
銀
五
貫
目

目
（
ｆ
）

「
御
為
替
配
分
帳
」（
別
一
七
一
五
）
所
載
の
記
事
。
京
都
の
「
押
切
帳
」「
御
為
替
留
」
と
近
い
形
式
で
あ
る
。（
ａ
）
金
額
と
貨
幣
の
う

ち
わ
け
、（
ｂ
）
大
坂
両
替
店
・
京
両
替
店
で
の
配
分
、（
ｃ
）
印
鑑
、（
ｄ
）
請
取
日
・
上
納
日
、（
ｅ
）
御
為
替
の
細
目
（
銘
）、
（
ｆ
）
十

人
組
の
請
負
額
と
両
組
の
請
負
合
計
値
、
で
あ
る
。
以
上
の
記
号
を
、
以
降
の
記
述
に
用
い
る
。

●
朱
書
限
定
の
項
目
と
記
載
法
の
通
時
的
変
化

右
の
例
に
み
え
な
い
記
載
項
目
の
う
ち
で
、
朱
書
で
の
み
記
さ
れ
る
項
目
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
（
ｂ
）
や
（
ｄ
）
の
脇
に
、
明

ら
か
に
墨
書
を
記
入
す
る
時
点
で
朱
書
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
確
保
し
て
い
る
記
事
も
み
え
る
。
具
体
的
に
は
、
（
ｃ
）
に
加
え
て
上
納

ま
で
の
日
数
を
特
記
す
る
場
合
、
（
ｂ
）
の
よ
う
な
店
間
の
分
担
を
行
わ
な
い
場
合
の
注
記
な
ど
で
あ
る
が
（

�）、
こ
う
し
た
場
合
の
朱
書
は
、

誤
記
・
追
記
で
は
な
く
特
記
事
項
を
示
す
の
で
あ
り
、
初
め
か
ら
朱
書
で
記
入
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
の
巻
（
別
一
七
一
六
）
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
記
事
項
の
み
が
朱
書
で
記
さ
れ
、
訂
正
の
場
合
は
貼
紙
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

訂
正
方
法
を
含
め
た
記
載
方
法
が
変
遷
し
て
い
く
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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ま
た
こ
の
「
御
為
替
配
分
帳
」
に
お
け
る
記
載
法
上
の
目
立
っ
た
変
化
と
し
て
、
渡
・
上
納
日
（
ｄ
）
の
上
も
し
く
は
下
に
、
小
さ
な
丸

い
印
が
押
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
字
と
み
ら
れ
る
印
と
「
合
」
印
の
二
種
が
あ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
押
さ
れ
て
い
る
。
今

回
こ
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
三
冊
を
検
討
し
た
が
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
～
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
収
録
の
巻
（
別
一
二
六
一
）
で
は
交

互
に
み
え
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
ま
で
収
録
の
次
巻
（
別
一
七
一
五
）
で
は
小
丸
印
が
あ
る
時
期
と
な
い
時
期
に
分
か
れ
る
。
御
為

替
御
用
の
中
断
・
再
開
以
後
、
寛
政
九
年
以
降
は
、
次
巻
（
別
一
七
一
六
）
ま
で
押
さ
れ
る
（

�）。
こ
れ
は
あ
る
種
の
校
正
印
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
ど
の
段
階
で
押
さ
れ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
当
初
は
二
種
が
交
互
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
地
位
に
あ

る
同
苗
も
し
く
は
重
役
が
捺
印
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

●
印
と
「
割
合
手
形
」

「
御
為
替
配
分
帳
」
（
別
一
七
一
六
）
の
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
五
月
三
日
渡
り
の
項
目
に
、
挟
み
込
み
一
紙
が
あ
り
、
「
是
よ
り
以
下

弐
通
之
割
合
手
形
間
違
ニ
て
、
切
捨
候
ニ
付
、
消
印
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、（
ｃ
）
の
位
置
に
「
消
」
印
が
押
し
て
い
な
い
。

両
店
で
の
分
割
を
示
す
と
み
ら
れ
る
割
印
お
よ
び
割
表
記
（
ｂ
）
、
十
人
組
と
の
分
担
額
（
ｆ
）
は
記
載
が
あ
る
。
京
「
御
為
替
留
」
で
は

特
記
事
項
は
な
い
。

こ
こ
か
ら
、
「
消
」
印
が
ま
さ
に
「
消
印
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、「
割
合
手
形
」
に
付
随
す
る
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
関
連
し
た
例
と
し
て
、「
御
為
替
配
分
帳
」（
別
一
二
一
六
）
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
四
月
五
日
渡
り
の
項
目
で
は
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

「
改

（
角
印
）上
」

御為替三井組の御用関係帳簿類について（2）（村）
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一
、
銀
九
拾
弐
貫
五
百
目
「
当
五
月

（
朱
書
）

廿
三
日
於
江
戸
、
六
月
十
八
日
江

（
小
丸
印
）
辰
四
月
五
日
請
取

内
小
玉
銀
九
貫
目

繰
上
ケ
上
納
被
仰
付
、
依
之
割
合
手
形
無
之
候
」

同
七
月
六
日
上
納

上
納
日
を
幕
府
の
指
示
に
よ
っ
て
こ
れ
を
六
月
一
八
日
に
繰
り
上
げ
て
上
納
し
た
の
で
、
割
合
手
形
が
な
い
と
い
う
。
上
納
期
限
を
示
す
所

定
の
位
置
に
は
墨
書
で
九
〇
日
後
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
納
日
は
渡
り
の
際
に
す
で
に
書
き
込
ま
れ
る
も
の
で
、
上
納
予

定
日
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
記
事
の
次
の
記
事
に
も
同
様
の
注
記
が
あ
り
、
そ
の
次
の
記
事
に
も
「
同
断
」
と
あ
っ
て
、
三
口
が
繰
り
上
げ
上
納
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
と
も
十
人
組
・
上
田
組
と
の
分
担
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
項
目
と
見
比
べ
る
と
、
割
印
・「
割
～
貫
目
」
の
記
載
（
ｂ
）、
消
印

（
ｃ
）
が
な
く
、
こ
の
部
分
が
割
合
手
形
に
関
連
す
る
項
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
渡
り
は
四
月
五
日
だ
が
、
五
月
二
三
日
の
幕
命
へ
の

対
応
と
し
て
割
合
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
割
合
」
は
、
渡
り
の
直
後
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
こ
こ
か
ら
明
ら
か

と
な
る
。

ほ
ぼ
同
様
の
例
と
し
て
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
五
日
・
一
二
日
・
二
三
日
渡
り
の
項
目
で
は
、
額
面
（
ａ
）
の
下
に
朱
書
で

「
爰
元
分
割
、
京
都
引
請
ニ
成
、
割
合
手
形
な
し
」
と
あ
り
、
ま
た
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
一
六
日
渡
り
の
項
目
で
は
、
同
じ
個
所

に
「
割
京
都
引
請
ニ
付
手
形
な
し
」
と
あ
り
、
消
印
（
ｃ
）
も
な
い
。
い
ず
れ
の
例
も
、
十
人
組
・
上
田
組
と
の
分
担
は
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
い
う
割
合
は
、
三
井
両
替
店
内
部
の
分
担
で
あ
り
、
他
組
と
分
け
た
額
を
さ
ら
に
京
両
替
店
・
大
坂
両
替
店
で
分
担
す
る
こ
と

を
指
す
と
わ
か
る
。
こ
の
「
割
」
に
関
連
す
る
部
分
が
三
井
内
部
の
分
担
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
金
・
銀
取
り
混
ぜ
て
の
御

為
替
送
金
で
、
金
の
み
「
京
都
引
請
」
と
朱
書
さ
れ
る
場
合
に
、
（
ａ
）
で
銀
の
下
に
こ
の
「
割
」
表
記
が
銀
高
の
み
で
な
さ
れ
る
例
（

�）が
あ

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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こ
れ
と
比
べ
や
す
い
例
と
し
て
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
五
月
二
三
日
渡
り
の
御
為
替
送
金
は
、
金
・
銀
取
り
混
ぜ
て
で
あ
る
が
、
朱

書
で
（
ａ
）
の
脇
に
「
金
方
不
残
京
都
引
請
」、（
ｂ
）
の
位
置
に
「
但
銀
方
不
残
大
坂
引
請
」
と
記
さ
れ
、
額
面
（
ａ
）
の
銀
高
の
上
に
割

印
が
押
さ
れ
、
消
印
（
ｃ
）
が
押
さ
れ
て
い
る
。
京
両
替
店
が
引
き
受
け
る
と
い
う
記
述
は
右
の
例
と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
御
為
替
送
金

で
は
、
銀
に
つ
い
て
は
大
坂
両
替
店
が
引
き
受
け
、
結
局
両
店
に
よ
る
分
担
が
な
さ
れ
る
の
で
割
合
手
形
が
作
ら
れ
、
割
印
・
消
印
が
押
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め
て
い
え
ば
、
御
為
替
送
金
を
受
け
取
っ
た
後
、
三
井
組
と
上
田
組
・
十
人
組
ら
と
の
分
担
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
い
ず
れ
か
の
段
階

で
三
井
組
内
部
で
分
担
が
な
さ
れ
る
。
後
者
の
段
階
で
「
割
合
手
形
」
が
作
成
さ
れ
、
割
印
が
押
さ
れ
る
。
消
印
は
上
納
が
終
了
し
、
割
合

手
形
も
役
割
を
終
え
た
際
に
押
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）

京
都
御
為
替
銘
書
帳

大
坂
両
替
店
の
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」
は
、
京
都
町
奉
行
所
・
京
都
代
官
・
二
条
御
米
蔵
か
ら
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
記
載
し
て

い
る
。
前
節
の
「
御
為
替
配
分
帳
」
と
は
相
互
に
排
他
的
な
関
係
に
あ
り
、
あ
わ
せ
て
大
坂
両
替
店
に
お
け
る
御
為
替
御
用
業
務
の
基
本
台

帳
と
な
っ
て
い
る
（

�）。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
典
型
的
な
記
事
を
一
つ
示
し
て
お
く
。
前
稿
で
あ
つ
か
っ
た
記
事
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（

�）。

一
銀
拾
壱
貫
五
匁
弐
分

内
小
玉
銀
壱
貫
百
目
六
分

弐
厘
壱
毛
（
ａ
）

丑
四
月
朔
日
請
取

同
六
月
廿
三
日
上
納
（
ｂ
）

去
子
年
正
月

�十
二
月

�、
京
廻
御
土
居
藪
竹
笹
枝
筆
皮
風
折
木
下
刈
枝
柴
等
御
払
代
銀

�藪
地
年
貢
米
代
銀
（
ｃ
）
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「
菅

（
朱
書
）沼
下
野
守
様
宛
」

（
ｄ
）

「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」
（
別
一
七
二
八
）
所
載
の
記
事
で
あ
る
。
（
ａ
）
金
額
と
貨
幣
の
う
ち
わ
け
、
（
ｂ
）
請
取
日
・
上
納
日
、
（
ｃ
）

御
為
替
の
細
目
（
銘
）、（
ｄ
）
上
納
証
文
の
宛
所
（
後
述
）、
で
あ
る
。
以
上
の
項
目
番
号
を
、
以
降
の
記
述
に
用
い
る
。

●
朱
書
に
よ
る
記
載
項
目

（
ｄ
）
に
は
必
ず
朱
書
で
宛
所
が
記
さ
れ
る
が
、
冒
頭
で
み
た
雛
形
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
幕
府
の
送
金
元
部
局
の
責
任
者

の
名
前
で
あ
る
。
こ
の
冊
の
中
で
は
、
例
え
ば
「
上
納
之
節
、
元
方
御
金
奉
行
様
方
御
宛
所
之
御
手
形
可
申
請
事
」・「
菅
沼
下
野
守
様
宛
御

納
札
可
申
請
事
（

�）」
の
よ
う
に
詳
し
い
記
載
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
帳
簿
は
大
坂
両
替
店
の
作
成
に
な
る
も
の
で
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
三
井
組
が
請
け
負
う
御
為
替
送
金
の
う
ち
、
大
坂
御
金
蔵
宛
の
場
合
に
限
っ
て
記
載
対
象
と
す
る
（

�）。
上
納
の
際
に
は
、
御
用
の

完
遂
を
証
明
す
る
た
め
送
金
元
の
部
局
に
提
出
す
る
受
取
証
明
（「
納
札
」）
を
、
大
坂
御
金
蔵
の
役
人
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
朱
書
き
の
宛
所
は
こ
の
手
形
の
宛
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
京
両
替
店
で
作
成
す
る
は
ず
の
文
書
で
い
え
ば
、
渡
り
の
際
に
三
井
組

（
京
両
替
店
）
が
提
出
す
る
預
り
手
形
の
宛
所
と
も
な
る
。
御
用
の
事
務
を
進
め
る
た
め
の
覚
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が

大
坂
両
替
店
に
お
け
る
御
為
替
御
用
実
務
の
基
本
台
帳
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
冊
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
以
降
を
記
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
宛
所
付
記
の
初
出
は
寛
政
四
年
四
月
二
五
日
渡
り
の
記
事

（
京
都
町
奉
行
菅
沼
下
野
守
単
独
）
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
に
も
複
数
の
送
金
元
が
あ
っ
て
、
こ
の
記
事
を
境
に
御
為
替
御
用
が
複
雑
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
が
、

直
後
の
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
八
月
に
、
京
両
替
店
で
は
、
基
本
台
帳
で
あ
る
「
押
切
帳
」
か
ら
御
為
替
御
用
の
み
を
切
り
分
け
て
新
た
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に
「
御
為
替
留
」
と
称
す
る
簿
冊
を
作
り
始
め
て
い
る
。
持
ち
分
け
を
主
導
し
た
三
井
両
替
店
で
は
、
こ
の
時
期
に
帳
簿
体
系
の
整
備
を
進

め
て
い
た
（

�）。
こ
う
し
た
記
載
方
法
の
微
修
正
も
、
こ
う
し
た
動
き
の
一
例
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
直
接
の
契
機
と
し
て
は
、
京
都
町
奉
行

両
名
で
な
く
菅
沼
単
独
で
あ
っ
た
た
め
特
記
し
、
こ
れ
が
業
務
上
便
利
で
あ
っ
た
た
め
定
着
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

大
坂
両
替
店
で
は
大
坂
御
金
蔵
に
御
為
替
金
銀
を
納
め
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
実
際
の
納
入
に
際
し
て
の
注
意
事
項
が
記
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
た
と
え
ば
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
月
二
四
日
渡
り
の
記
事
に
は
、
天
の
欄
外
に
「
毎
年
御
為
替
相
渡
候
付
、
別
段
包
立
候
事
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
上
納
に
際
し
て
の
貨
幣
の
用
意
に
つ
い
て
の
注
意
で
あ
ろ
う
。

●
御
為
替
送
金
の
分
割

一
口
の
御
為
替
を
二
口
に
改
め
て
い
る
例
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
一
二
月
三
日
渡
り
の
記
事
の
該
当
箇
所
を

示
す
。

「
金
弐
両

（
朱
書
抹
消
）弐
分

亥
十
二
月
三
日
請
取

一
銀
拾
壱
貫
九
百
九
拾
三
匁
弐
分
五
厘
七
毛
」

子
二
月
廿
三
日
渡

「
一
、

（
朱
書
）

銀
拾
壱
貫
九
百
九
拾
三
匁
弐
分
五
厘
七
毛
」

「
内

（
朱
書
）」

銀
拾
壱
貫
百
七
拾
五
匁
壱
厘
七
毛

京
都
町
奉
行
所
江
去
戌
年
取
立
候
山
城
国
嵯
峨
川
筏
積
之
薪
弐
拾
分
一
運
上
銀
、
但
年

�不
同
有
之

銀
七
百
七
拾
三
匁
弐
分
四
厘

右
同
断
、
大
和
国
吉
野
郡
村

�陸
荷
口
役
銀
、
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但
年

�不
同
有
之
、

「
壱

（
弧
線
と
も
朱
書
）

枚
ニ
認
ル
」

「
京
都

（
朱
書
）

町
奉
行
所
江
去
戌
年
取
立
候
」

「
一

（
朱
書
）」
金
弐
両
弐
分

「
右
同

（
朱
書
抹
消
）

断
」
先
年
欠
落
い
た
し
候
井
筒
屋
七
郎
兵
衛
・
銭
屋
平
七
両
人
よ
り
貸
付
「
候

（
朱
書
抹
消
）

」

銀
五
拾
五
匁

残
金
四
百
五
拾
四
両
・
銀
拾
八
貫
五
百
弐
拾
九
匁
九
分
七
厘
七
毛
之
内
江
、
無
年
限
毎

「
壱

（
朱
書
）枚
ニ
認
ル
」

年
取
立
之

合
計
高
（
ａ
）
を
抹
消
し
、
内
訳
の
一
部
に
新
し
い
一
つ
書
を
立
て
、
銘
書
の
繰
り
返
し
表
現
を
具
体
的
な
表
記
に
改
め
て
い
る
。
本
来

一
口
の
御
為
替
送
金
で
あ
っ
た
も
の
を
、
朱
書
で
各
所
に
加
筆
訂
正
し
て
二
口
に
書
き
改
め
て
い
る
と
い
え
る
。
渡
り
日
・
送
金
元
部
局
・

送
金
先
部
局
が
一
致
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
別
口
の
送
金
と
し
て
扱
う
例
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
事
情
で
渡
り
か
ら
上
納

の
間
に
、
一
口
の
送
金
を
二
口
に
切
り
分
け
る
処
理
が
な
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
幕
府
の
会
計
処
理
上
の
問
題
で
は
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
史
料
の
乏
し
い
幕
府
財
政
の
運
用
実
態
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

こ
れ
は
京
都
町
奉
行
所
か
ら
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
で
あ
る
。
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
種
類
の
御
為
替
送
金
に
関
す
る
御

為
替
御
用
に
か
ん
す
る
体
系
的
か
つ
永
久
保
存
指
定
の
記
録
と
し
て
、
大
坂
両
替
店
の
基
本
台
帳
で
あ
る
こ
の
「
銘
書
帳
」
の
ほ
か
、
京
両

替
店
の
基
本
帳
簿
で
あ
る
「
押
切
帳
」
（
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
に
記
載
）
、
お
よ
び
送
金
先
の
幕
府
役
人
が
作
成
し
た
受
取
証
文
（
納
札
）

を
写
し
た
京
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
（
別
一
〇
六
一
）
、
大
坂
「
御
証
文
控
帳
」
（
別
一
二
五
一
）
が
あ
る
（

�）。
こ
れ
ら
を
み

る
と
、
「
押
切
帳
」
は
上
記
の
訂
正
前
の
文
面
と
一
致
す
る
。
受
取
証
文
の
控
で
は
、
京
・
大
坂
と
も
に
別
口
と
し
て
二
通
の
受
取
証
文
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
訂
正
は
大
坂
両
替
店
で
、
上
納
以
前
に
な
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
「
壱
枚
ニ
認
ル
」
と
い
う
指
示
が
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あ
り
、
こ
れ
は
冒
頭
で
例
示
し
た
よ
う
な
上
納
証
文
を
各
々
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
別
々
の
受
取
証
文
を
請
求
し
て
交
付
さ
れ
、

両
店
で
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

●
銘
書
と
伝
達
文
書
の
形
式

上
記
の
記
事
で
は
、
本
来
同
じ
御
為
替
送
金
で
あ
っ
た
た
め
、
重
複
す
る
表
現
を
繰
り
返
し
表
現
（「
右
同
断
」
）
で
表
し
、
別
口
に
切
り

分
け
た
際
に
、
繰
り
返
し
表
現
を
取
り
消
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
別
口
の
御
為
替
送
金
で
あ
っ
て
も
繰
り
返
し
表
現
を
用
い
、
こ

れ
を
い
ち
い
ち
朱
書
で
訂
正
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
五
月
二
六
日
渡
り
の
記
事
の
該
当
箇
所
を
抜
粋
し
て
例
示

す
る
。（
前
略
）

一
、
銀
壱
貫
百
六
拾
七
匁
六
分

右
同
断

（
子
五
月
廿
六
日
請
取
・
同
八
月
十
六
日
上
納
）

此
銀
百
弐
拾
貫
文

但
壱
貫
文
ニ
付
九
匁
七
分
三
厘
替

京
都
町
奉
行
所
へ
取
立
候
御
仕
置
ニ
相
成
候
者
共
貸
付
置
候
銭
年
賦
、
去

�戌
年
分

（
一
か
条
略
）

一
、
銀
弐
百
八
拾
目

右
同
断

「
京
都

（
朱
書
）

町
奉
行
所
へ
取
立
候
」

口

「
右
同

（
朱
書
抹
消
）

断
」
江
州
栗
太
郡
字
谷
「
川

（
墨
書
抹
消
）

」
佐
世
川
留
山
松
茸

�下
草
運
上
銀
、
去

�戌
年
分
、
但
年

�銀
弐
百
八
拾
目
宛

一
、
銀
拾
貫
九
拾
八
匁
弐
厘
四
毛

右
同
断
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京
都
町
奉
行
所
江
取
立
候
賀
茂
川
縁
御
年
貢
代
銀
御
貸
付
之
利
、
去
ル
酉
十
二
月
よ
り
去

�戌
十
二
月

�十
三
ヶ
月
分
利
息

�利
倍
共

（
後
略
）

三
口
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
直
前
で
み
た
例
と
異
な
り
、
初
め
か
ら
独
立
し
た
一
つ
書
で
、
金
額
・
日
付
を
備
え
て
お
り
、
初
め

か
ら
別
口
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
三
口
目
で
は
、
特
に
「
御
為
替
銘
書
帳
」
上
で
丁
が
改
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
繰
り
返
し

表
現
を
用
い
て
い
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

こ
の
記
事
は
京
都
町
奉
行
所
か
ら
大
坂
御
金
蔵
宛
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
、
大
坂
両
替
店
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
御
為
替
送
金

の
記
事
を
、
上
納
の
際
交
付
さ
れ
る
幕
府
役
人
の
受
取
手
形
を
写
し
た
京
両
替
店
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
で
み
る
と
、
訂

正
後
の
表
現
に
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
京
両
替
店
「
押
切
帳
」
の
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
で
は
、
訂
正
前
の
表
現
に
一
致
し
、
さ
ら
に
引

用
三
口
目
の
冒
頭
も
「
右
同
断
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
訂
正
は
大
坂
両
替
店
で
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
訂
正
前
の
文

面
に
つ
い
て
も
、
京
両
替
店
で
請
負
っ
た
時
の
記
録
と
若
干
の
相
違
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

引
用
し
た
「
御
為
替
銘
書
帳
」
の
記
事
は
、
京
両
替
店
か
ら
送
付
さ
れ
た
何
ら
か
の
文
書
（
現
存
し
な
い
）
を
踏
ま
え
て
記
載
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
の
記
録
で
は
「
右
同
断
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、
引
用
三
か
条
目
で
は
「
京
都
町
奉
行
所
へ
取
立
候
」
と
改
め

て
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
御
為
替
銘
書
帳
」
の
記
事
が
文
書
を
写
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
本
来
複
数
の
御
為
替
送
金
を
書
き
上
げ
た
一

覧
形
式
の
文
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
改
丁
に
よ
る
表
現
の
特
徴
が
、
そ
の
ま
ま
大
坂
で
「
御
為
替
銘
書
帳
」
に
写
し
込
ま
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

元
と
な
っ
た
送
金
元
の
幕
府
部
局
が
作
成
し
た
文
書
の
形
態
は
明
ら
か
で
な
く
、
一
口
ず
つ
の
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
、
書
上
げ
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
実
際
に
御
為
替
送
金
を
う
け
と
る
際
に
京
両
替
店
で
提
出
す
る
受
取
手
形
も
、
こ
の
形
式
に
対
応
し
て
い
た
も
の
と
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推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
を
京
両
替
店
が
受
取
り
、
「
押
切
帳
」
に
記
録
す
る
際
に
は
、
一
連
の
も
の
と
し
て
連
続
し
て
記
載
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
大
坂
両
替
店
に
送
る
た
め
、
数
紙
に
わ
た
り
写
し
た
段
階
で
、
三
口
目
の
表
現
が
変
化
し
、
訂
正
前
の
「
御
為
替
銘
書
帳
」
の
記
述

の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
別
々
の
御
為
替
送
金
で
あ
る
の
だ
が
、
同
じ
日
に
同
じ
部
局
で
渡
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の

文
書
に
書
き
上
げ
て
三
井
組
内
部
で
送
付
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
大
坂
両
替
店
で
再
度
個
別
の
表
現
に
書
き
改
め
て
い
る
の
は
、
最
終
的
に
京
両
替
店
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
で

確
認
で
き
る
よ
う
な
一
口
あ
た
り
一
枚
の
受
取
証
文
を
請
求
す
る
に
際
し
て
は
、
上
納
証
文
も
一
点
ず
つ
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
。

一
覧
形
式
の
文
書
が
大
坂
両
替
店
に
送
ら
れ
、
一
度
そ
の
通
り
に
「
御
為
替
銘
書
帳
」
に
写
し
、
一
口
ず
つ
別
の
上
納
文
書
を
作
成
す
る

際
に
ど
の
よ
う
に
改
め
る
か
を
、「
御
為
替
銘
書
帳
」
に
朱
書
で
記
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
条
目
に
は
単
純
な
誤
字
の
訂
正
も
み
え
る
。
こ
こ
で
は
墨
書
だ
が
、
朱
書
で
行
う
場
合
も
あ
り
、
こ
う
し
た
訂
正
は
各
所
に
散

見
さ
れ
る
。
京
両
替
店
の
記
録
で
は
、
「
押
切
帳
」
・
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
い
ず
れ
と
も
訂
正
後
の
「
谷
口
」
に
一
致
し

て
お
り
、
こ
の
部
分
は
京
両
替
店
か
ら
伝
達
さ
れ
た
文
書
を
書
写
す
る
際
の
単
純
な
誤
字
で
あ
る
と
わ
か
る
。
こ
う
し
た
校
正
も
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

●
敬
語
・
土
地
表
記
の
訂
正

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
一
月
一
三
日
渡
り
の
御
為
替
送
金
で
は
、
銘
書
に
朱
書
で
三
か
所
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
右

者
」
を
抹
消
し
、
財
源
を
示
す
「
下
野
守
殿
御
掛
り
御
囲
米
」
と
の
表
現
か
ら
「
殿
御
」
を
抹
消
し
て
「
下
野
守
掛
り
御
囲
米
」
に
改
め
、

「
当
地
」
を
「
京
都
」
に
改
め
て
い
る
。
京
両
替
店
の
記
録
で
同
じ
御
為
替
送
金
を
み
る
と
、「
御
為
替
留
」（「
大
坂
納
御
為
替
」
項
）
は
こ
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こ
で
掲
げ
た
訂
正
前
の
「
御
為
替
銘
書
帳
」
の
記
述
と
一
致
し
、
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
で
は
訂
正
後
の
記
述
と
一
致
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
訂
正
が
大
坂
両
替
店
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（

�）。

下
野
守
と
は
、
京
都
町
奉
行
菅
沼
下
野
守
の
こ
と
で
、
朱
書
で
受
取
手
形
の
宛
所
と
し
て
も
付
記
さ
れ
て
お
り
、
送
金
元
で
あ
る
。
幕
府

文
書
の
内
容
を
伝
達
す
る
た
め
の
三
井
内
部
の
連
絡
文
書
を
作
る
際
、
新
た
に
京
都
町
奉
行
に
対
す
る
敬
語
を
殿
付
で
付
け
加
え
た
り
、
京

都
を
当
地
と
呼
び
替
え
る
な
ど
の
改
変
を
わ
ざ
わ
ざ
行
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
京
都
町
奉
行
所
の
役
人
が
作
成
し
た
文
書
の
表
現
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
押
切
帳
」
は
受
取
証
文
を
記
載
す
る
記
録
で
は
な
い
（
別
途
そ
れ
用
の
簿
冊
が
用
意
さ
れ
て
い
る
）
の
で
、

幕
府
大
坂
御
金
蔵
が
交
付
し
た
受
取
証
文
で
初
め
て
訂
正
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
改
め
て
「
押
切
帳
」
に
記
載
し
た
、
と
も
考
え
に
く
い
。
上

司
に
対
す
る
敬
語
や
京
都
を
当
地
と
呼
ぶ
な
ど
の
箇
所
が
あ
る
文
書
の
表
現
を
、
京
両
替
店
で
は
そ
の
ま
ま
写
し
、
大
坂
両
替
店
に
伝
達
し
、

大
坂
両
替
店
で
も
一
度
そ
の
ま
ま
写
し
た
。
さ
ら
に
、
大
坂
御
金
蔵
に
、
幕
府
役
人
間
の
文
書
の
形
式
を
と
る
受
取
手
形
（
納
札
）
を
請
求

す
る
上
納
証
文
を
作
成
す
る
際
に
、
幕
府
役
人
間
の
文
書
の
表
現
と
し
て
適
切
と
な
る
よ
う
、
訂
正
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
文
書
作
成
上
の
注
意

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
二
四
日
渡
り
の
項
で
は
、
銘
書
中
「
去
ル
巳
年
ニ
而
皆
納
如
此
」
と
い
う
記
述
の
う
ち
の
「
如
此
」
と
い

う
部
分
が
朱
で
囲
ま
れ
、
欄
外
に
朱
書
で
「
此
朱
丸
之
分
、
上
納
証
文
江
者
相
認
、
御
納
札
写
者
相
除
置
可
申
事
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
追
記
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
納
入
に
際
し
て
の
上
納
証
文
の
銘
書
文
言
に
は
こ
の
二
字
を
書
く
が
、
そ
れ
を
う
け
て

交
付
さ
れ
た
「
御
納
札
」
つ
ま
り
幕
府
役
人
発
給
の
受
取
証
文
を
写
し
て
記
録
す
る
際
に
は
、
こ
の
二
字
を
落
と
す
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

京
両
替
店
の
「
御
為
替
留
」
で
は
こ
う
し
た
注
記
は
な
く
、
大
坂
両
替
店
で
の
指
定
で
あ
る
と
わ
か
る
。
受
取
証
文
を
京
都
の
「
江
戸
大
坂

御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
で
み
る
と
、
確
か
に
こ
の
二
字
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
上
納
証
文
お
よ
び
納
札
写
と
い
う
付
随
す
る
文
書
・
記
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録
の
作
成
に
際
し
、
こ
の
「
御
為
替
銘
書
帳
」
を
参
照
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
話
題
と
な
っ
て
い
る
二
文
字
は
、

確
か
に
上
納
の
際
の
文
言
と
し
て
は
適
当
で
あ
る
が
、
受
取
証
文
の
文
言
と
し
て
は
妥
当
で
な
い
。
文
書
の
性
格
に
よ
っ
て
は
、
銘
書
は
一

様
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
数
文
字
程
度
の
改
訂
は
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経

た
か
は
い
ち
い
ち
付
記
さ
れ
て
い
な
い
。
参
考
と
な
る
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
八
月
二
五
日
渡
り
の
項
目
で
は
、

（
ａ
）
の
左
脇
に
「
此
方
平
均
之
両
字
無
之
候
段
、
御
金
方
へ
御
引
合
、
相
済
候
事
」
と
あ
っ
て
、
銘
書
に
二
文
字
の
相
違
が
あ
っ
た
際
に
、

幕
府
の
金
方
奉
行
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
や
は
り
基
本
的
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
幕
府
の
承
認
の
も
と
で
訂
正
・
加
筆
が
な
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（

1）
前
稿
三
九
頁
第

2表
、
四
八
頁
、
六
一
頁
。

（

2）
前
稿
四
〇
頁
。

（

3）
三
井
両
替
店
で
は
、
御
為
替
銀
を
受
け
取
る
の
は
京
両
替
店
で
、
約
半
分
を
大
坂
両
替
店
に
割
渡
す
と
い
う
建
前
で
あ
っ
た
（
賀
川
隆
行

『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
年
、
三
八
ペ
ー
ジ
）。

（

4）
前
稿
三
九
頁
第

2表
、
六
四
頁
。

（

5）
類
似
し
た
表
現
の
例
と
し
て
、
大
坂
両
替
店
作
成
の
関
連
帳
簿
で
、
「
御
為
替
金
銀
割
方
扣
」
と
の
題
を
も
つ
シ
リ
ー
ズ
は
、
三
井
組
と
他

の
組
の
分
担
額
を
計
算
す
る
た
め
の
帳
簿
で
あ
っ
た
。
前
稿
四
三
頁
。

（

6）
銘
書
が
も
と
も
と
「
河
内
国
五
拾
五
ヶ
村
、
去
ル
午
・
未
年
凶
作
ニ
付
夫
食
拝
借
、
銀
返
納
之
儀
者
去
々
申
よ
り
子

�五
ヶ
年
賦
之
処
、
去

酉
よ
り
来
ル
寅

�三
拾
年
賦
ニ
此
度
被
仰
付
候
内
、
去
酉
年
分
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
「
之
処
」
か
ら
後
を
「
之
内
、
去
酉
年
分
三
貫
七
厘
六
分

壱
厘
之
内
」
と
朱
書
で
訂
正
し
て
い
る
。
夫
食
拝
借
銀
の
返
納
を
五
年
賦
か
ら
三
〇
年
賦
に
延
長
す
る
処
置
を
と
り
や
め
た
た
め
、
以
降
の
御

為
替
送
金
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
を
見
越
し
て
記
載
を
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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（

7）
前
稿
六
三
頁
・
六
七
頁
注
（

7）
。

（
8）

前
稿
四
八
頁
・
五
五
頁
引
用
史
料
。

（

9）
辞
書
的
な
語
義
と
し
て
は
、「
押
切
印
」
は
割
印
を
指
し
、「
押
切
帳
」
は
割
印
を
押
す
た
め
の
帳
面
を
さ
す
。
現
存
す
る
三
井
京
両
替
店
の

「
押
切
帳
」
で
は
割
印
の
な
い
記
事
も
多
い
が
、
初
期
に
は
割
印
を
押
す
た
め
の
簿
冊
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

（

10）
割
印
が
押
さ
れ
る
片
割
れ
と
し
て
想
定
し
う
る
の
は
、
た
と
え
ば
幕
府
へ
提
出
す
る
文
書
、
特
に
前
述
の
預
り
手
形
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ

の
場
合
、「
押
切
帳
」
「
御
為
替
留
」
に
割
印
が
み
ら
れ
な
い
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
は
、
他
の
帳
簿
類
に
割
印
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る

が
、
見
出
せ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（

11）
前
稿
三
九
頁
第

2表
、
四
二
頁
、
六
四
頁
。

（

12）
こ
う
し
た
受
取
手
形
の
写
し
を
納
め
た
簿
冊
を
、
大
坂
両
替
店
で
は
「
御
証
文
控
帳
」
と
題
し
て
い
る
。
後
に
同
じ
シ
リ
ー
ズ
は
「
御
納
札

控
帳
」
と
改
題
さ
れ
て
お
り
（
前
稿
三
六
頁
第

1表
）、「

御
納
札
」
で
も
同
義
で
あ
る
。

（

13）
前
稿
四
二
頁
引
用
史
料
。

（

14）
表
現
と
し
て
は
、
「
～
日
限
」
「
臨
時
九
十
日
切
」
「
不
残
京
都
引
請
」
「
京
都
引
請
」
「
京
引
請
」
「
二
条
大
津
京
引
請
」
「
二
条
大
津
家
質
引

当
、
不
残
京
都
引
請
」「
高
～
両
之
内
」
な
ど
で
あ
る
。

（

15）
た
だ
し
、
人
参
代
の
御
為
替
送
金
の
場
合
の
み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
巻
と
も
押
さ
れ
て
い
な
い
。
堺
や
大
坂
か
ら
の
人
参
代
の
送
金
は
、
十

人
組
一
手
引
き
受
け
の
よ
う
で
あ
り
（
天
明
三
年
五
月
八
日
渡
り
項
な
ど
）
、
三
井
組
と
し
て
は
記
録
は
す
る
が
、
御
用
の
完
遂
の
確
認
を
丁

寧
に
行
う
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

16）
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
月
五
日
渡
り
な
ど
。

（

17）
前
稿
三
九
頁
第

2表
、
五
〇
頁
、
六
四
頁
。

（

18）
前
稿
五
〇
頁
。

（

19）
そ
れ
ぞ
れ
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
月
二
六
日
渡
り
項
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
四
月
一
四
日
渡
り
項
。

（

20）
前
稿
三
九
頁
第

2表
、
六
四
頁
。
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（

21）
前
稿
六
〇
頁
注
（

13）
。

（
22）

前
稿
三
九
頁
第

2表
。

（

23）
前
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
訂
正
を
三
井
組
全
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
特
定
店
の
立
場
で
記
し
て
い
る
と
推
測
し
た
が
、
表
現
の
流
れ
を
追
う

と
、
本
文
の
よ
う
に
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
、
御
為
替
三
井
組
の
御
用
関
係
帳
簿
を
と
り
あ
げ
、
前
稿
で
ほ
と
ん
ど
検
討
で
き
な
か
っ
た
、
訂
正
・
注
記

な
ど
の
特
殊
な
記
述
を
細
か
く
検
討
し
て
、
史
料
の
性
格
や
、
実
際
の
文
書
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
い
く
つ
か
の
記
事
の
構
成

要
素
や
、
手
続
き
に
関
す
る
用
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
ほ
か
、
記
述
の
変
更
に
際
し
て
は
、
幕
府
の
指
示
を
仰
い
で
お
り
、
三
井
内
部
の
資

料
で
は
あ
る
が
、
幕
府
の
財
政
運
営
に
関
す
る
史
料
と
し
て
も
か
な
り
の
利
用
価
値
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

前
稿
も
踏
ま
え
、
三
井
両
替
店
一
巻
が
、
御
為
替
御
用
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
幕
府
と
や
り
と
り
す
る
文
書
お
よ
び
主
要
台
帳
の
作
成

過
程
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
御
為
替
御
用
に
関
す
る
基
本
的
な
文
書
の
流
れ
は
、

幕
府
の
送
金
元
部
局
か
ら
の
御
為
替
金
銀
と
と
も
に
文
書
交
付
（
一
覧
形
式
か
）。

↓三
井
両
替
店
、
預
り
手
形
を
提
出
（
殿
付
。
割
印
か
？
）、
そ
の
文
面
を
控
え
る
。
幕
府
の
文
書
か
ら
諸
情
報
を
基
本
台
帳
に
転
記
。

送
金
先
の
両
替
店
に
伝
達
（
一
覧
形
式
）。

↓送
金
先
の
両
替
店
、
伝
達
さ
れ
た
表
現
を
基
本
台
帳
に
転
記
。

↓上
納
期
限
ま
で
資
金
運
用
。
他
の
組
と
の
分
担
が
あ
る
場
合
に
は
、
幕
府
役
人
出
席
の
会
合
で
割
合
。
両
店
間
の
分
担
が
あ
る
場
合

御為替三井組の御用関係帳簿類について（2）（村）
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に
は
、
「
割
合
手
形
」（
割
印
あ
り
）
作
成
。

↓送
金
先
の
両
替
店
、
上
納
証
文
を
作
成
、
送
金
先
の
幕
府
部
局
へ
上
納
。
基
本
台
帳
の
表
記
に
訂
正
・
注
記
が
あ
る
場
合
、
こ
の
段

階
が
多
い
。

↓送
金
先
の
幕
府
部
局
、
送
金
元
宛
の
受
取
手
形
を
交
付
。

↓三
井
両
替
店
、
受
取
手
形
を
そ
の
ま
ま
専
用
帳
面
に
写
す
。
送
金
元
の
両
替
店
に
受
取
手
形
の
現
物
を
送
付
。

↓送
金
元
の
両
替
店
、
受
取
手
形
を
そ
の
ま
ま
専
用
帳
面
に
写
す
。
送
金
元
の
幕
府
部
局
に
提
出
。
預
り
手
形
を
回
収
（
破
棄
か
？
）。

↓各
帳
面
の
該
当
記
事
に
、「
改
上
」「
済
」
印
を
押
す
。
割
印
が
あ
る
記
事
に
は
「
消
」
印
を
押
す
。

↓一
年
ご
と
に
、
両
替
店
の
所
在
都
市
の
幕
府
部
局
に
対
し
、
江
戸
へ
の
送
金
額
の
集
計
値
を
報
告
。

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

膨
大
な
記
録
類
か
ら
情
報
を
抽
出
し
て
利
用
す
る
際
に
、
現
存
し
な
い
史
料
を
も
含
め
て
、
本
来
の
文
書
の
流
れ
、
記
録
の
作
成
、
保
管

を
再
現
し
、
現
存
す
る
記
録
の
性
格
や
位
置
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
の
検
討
は
、
ご
く
細
か
い
範
囲
に
つ
い
て

浅
い
考
察
を
お
こ
な
う
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

課
題
は
多
く
あ
る
が
、
御
為
替
御
用
に
お
い
て
幕
府
と
接
す
る
よ
う
な
狭
い
局
面
に
限
定
し
て
も
、
文
書
の
流
れ
や
記
録
の
性
格
を
確
定

す
る
こ
と
が
ま
だ
十
全
に
は
で
き
て
い
な
い
。
前
稿
の
課
題
と
同
様
と
な
る
が
、
特
に
江
戸
両
替
店
の
記
録
を
含
め
、
現
存
し
な
い
記
録
類

を
視
野
に
入
れ
て
、
文
書
作
成
に
か
か
わ
る
場
や
人
の
動
き
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
た
い
。
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